
第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

1
R2
～
R6

企業ガイダ
ンス開催事
業

求職者の就業と企業の人
材確保を支援するため、
UIJターン就職フェアと企業
ガイダンスを開催する。

参加企業数
（社）

16 0 0 15 52
３．地方創生に効果
があった

質問①
求職を希望する市民と市内
企業の人材を確保、移住・観
光PRができた。
質問②
コロナ以降平時の業務に加
え県央ネットやまなしでも合
同企業説明会を行ない、地
元企業とのマッチングに成果
がある。

２．事業の継続

質問①
県外へ進学した大学生がＵ
ターンせず、市外へ流出して
いく傾向があり、人口対策・
経済活性化策として、雇用
の場の確保として事業継続
の必要がある。

3,095 440 0 3,833 4,036 3,948

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

2
R2
～
R6

勤労者生活
安定資金貸
付金預託事
業

勤労者の生活安定に寄与
するため、中央労働金庫と
協調して融資を行う。

審査基準に合
格した勤労者
（人）

3 4 3 2 2
３．地方創生に効果
があった

質問①
市と中央労働金庫とが協調
して融資を行うことで、勤労
者の生活安定に寄与するこ
とは、勤労意欲の向上にな
る。
質問②
毎年一定数の利用があり、
勤労者の生活安定に寄与し
ている。

２．事業の継続

質問①
幅広く市民へ制度の周知を
図り、働く者への融資を通
じ、勤労者の生活安定に寄
与する。

900 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

3
R2
～
R6

商工業事業
資金利子補
給支援事業

商工業者が経営安定と事
業発展のための資金融資
を受けた場合、利子を補給
する。

経営安定が図
られた商工業
者（数）

32 13 10 8 6
３．地方創生に効果
があった

質問①
商工業者の事業資金の融資
に対し、一部財政支援を行う
ことで、経営安定と事業発展
により、市内の商工業振興
に効果があった。
質問②
コロナ禍の影響もあり実績
値が減少傾向にあるが商工
会へ書面で明確なルールを
示すなど周知指導に努めて
きた。

２．事業の継続

質問①
意欲がある商工業者経営者
から事業運営資金として期
待される。市として継続的に
支援する必要がある。

1,654 1,069 658 307 2,000 1,700

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

4
R2
～
R6

小口資金融
資保証料支
援事業

資金調達困難な小規模企
業者の担保力を補い、零
細小口金融の疎通を図る。

経営安定と事
業発展が図ら
れた申請者
（人）

9 2 13 6 1
３．地方創生に効果
があった

質問①
資金調達が困難な小規模事
業者の信用力及び担保力の
不足を補う零細小口金融の
疎通を図り、経営安定に繋
げた
質問②
情勢により他に有利な 融資
があればより有利な支援を
選ぶ傾向にある。

２．事業の継続

質問①
本制度を利用することで市
内企業の経営安定や事業発
展に繋がることが期待できる
ため、継続的に支援する必
要がある。

229 70 216 133 720 720

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

5
R2
～
R6

地域ものづ
くり企業成
長投資支援
事業

企業の設備投資を支援し、
地域産業の活性化と雇用
創出力の向上を図る。

経営安定が図
られた企業
（社）

6 4 7 5 4
３．地方創生に効果
があった

質問①
企業が設備投資に要する経
費に対し一部財政支援を
行ったことにより、産業の成
長基盤の強化が図られた。
質問②
いくつかの企業が複数回利
用している。国等でも同様の
補助金があり利用者は条件
の良い方へ選択している

２．事業の継続

質問①
企業の設備投資意欲に応
じ、企業の経営安定と事業
の発展により、企業振興に
繋がるため継続的に支援す
る必要がある。

20,000 14,000 25,000 20,400 23,500 3,500

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

6
R2
～
R6

農業後継者
支援事業

県立農業大学校へ通学し
ている学生を奨学助成金
により支援し、農業の担い
手育成の一助とする。

新規認定農業
者数（人）

13 8 8 14 14

３．地方創生に効果
があった ①市内への就農促進に繋

がった。

②人数の増減はあるが、継
続して認定が行われている。

３．事業の継続

①農林業の担い手や後継者
の促進に繋がるよう大学と
学生との協調を図り事業を
実施していきたい。

②特になし

288 576 768 576 768 768

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

1



第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

7
R2
～
R6

環境保全型
農業直接支
払制度支援
事業

減農薬に取り組み、地球温
暖化防止・生物多様性保
全に効果の高い営農活動
を行う団体を支援する。

実施した地区
（地区）

1 1 1 1 1

３．地方創生に効果
があった

質問①
減農薬に取り組むに農業者
団体に対し、支援をすること
で取組面積を増やすことが
できた。
質問②
実施した地区は１地区では
あるが、令和２年度に比べ、
事業費額は増えており、環
境に配慮した営農活動を広
めることができた。

３．事業の継続

質問①
引き続き、環境保全に取り
組む団体に対し、この事業を
通じて支援していきたい。
質問②
特になし。

445 889 1,206 1,306 1,290 1,505

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

8
R2
～
R6

農林業政策
推進事業

農林業の振興と６次産業
化・事業化の推進を図るた
め、必要な調査研究を行
う。

栽培可能な新
作目（種）

1 1 0 5 4

３．地方創生に効果
があった 質問①

様々な品種の試験栽培を
行っている。

質問②
本市で栽培可能な新作物の
調査研究を行っているが、な
かなか有望な作物の特定に
至っていない。

３．事業の継続

質問①
引き続き、エゴマ、カメリナな
どの栽培の可能性を検討し
ていく。
質問②
特になし。

1,455 450 0 315 438 466

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

9
R2
～
R6

南アルプス
ブランド戦
略事業

南アルプスブランドの確立
により、農業の付加価値を
高め、産地間競争力の強
化を図る。

貴陽・皇寿・シャ
インマスカット・
あんぽ柿の出
荷量（kg）

558,775 644,627 708,575 819,087 805,657

３．地方創生に効果
があった

①百貨店大手である伊勢丹
立川店の特別販売会におい
て、貴陽だけで前年度比約
2，３倍の売上があり、高級
志向への定着につながって
いる。

②前年度比こそ低下した
が、天候に大きく左右される
果実にもかかわらず数年前
から増加していることは効果
があると思慮する。

３．事業の継続

①ブランドという意識に働き
かける活動は同様の手法に
別の手法を交えながら長期
的に取り組む必要がある。

②特になし

4,451 15,390 28,338 17,387 10,720 141,729

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

10
R2
～
R6

就農支援事
業

農家子弟がリース方式で
経営規模拡大のために必
要な農業用機械等を導入
する時に支援する。

申込をした新規
農家子弟（人）

- 2 0 0 0

４．地方創生に効果
がなかった ①事業利用の申出がなかっ

た。
②事業利用申請は低調で
あった。

５．予定どおり事業終了

①令和5年度末で県事業が
終了に伴い、市でも廃止とす
る。
②特になし

- 2,347 0 0 1,200 0

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

11
R2
～
R6

担い手支援
事業（地域
おこし協力
隊支援事
業）

都市在住で農業の意欲を
持つ者から新たな担い手を
育成し、移住者獲得を目指
す。

協力隊員数
（人）

7 7 8 7 6

３．地方創生に効果
があった

①令和5年度末で第4期が終
了し、6名の隊員が市内に定
住した。
②第4期では、当初10名が
隊員となったが、中途で除隊
される方が多かった。

３．事業の継続
①中途で除隊する隊員が出
ないよう努めながら、引き続
き事業を行っていく。

②特になし

22,829 18,725 27,359 29,857 30,084 33,934

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

12
R2
～
R6

新規就農者
育成総合対
策事業（農
業次世代人
材投資事
業）

新規青年就農者の拡大を
図るため、経営が安定する
までの最長３年間給付金
の支給と経営発展のため
の補助金を支給する。

この事業の対
象になった市民
等（人）

13 11 9 13 10

３．地方創生に効果
があった

①新規就農者にとって農業
経営開始時の支援に効果を
発揮している。

②継続して事業利用者を確
保できている

３．事業の継続
①事業利用希望が多く、引
き続き、事業を実施していく
考えがある。

②特になし

18,000 13,547 11,909 31,017 15,000 107,550

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課

13
R3
～
R6

中高年の新
規就農者支
援事業

50歳から65歳未満の新規
就農希望者に対して、就農
リスクの軽減を目的に補助
金を交付し、高齢化等によ
る担い手不足の解消や遊
休農地等の活用を図る。

50歳から65歳
未満の新規就
農者

3 3 2

３．地方創生に効果
があった

①当市では中高年の担い手
確保を促進していることを市
内外に知らしめることができ
ている。
②事業利用者がは低調であ
る。

３．事業の継続
①事業の紹介に努めること
で事業利用者を増やしてい
きたい。
②特になし

4,500 4,500 10,500 3,000

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

農政課
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第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

14
R2
～
R6

南アルプスＩ
Ｃ新産業拠
点整備事業

南アルプスＩＣ周辺の新産
業拠点整備事業用地（旧
完熟農園跡地）の再開発を
図る。
※用地買収費は除く

①用地交渉を
完了した地権者
の割合（％）
②事業用地に
参入した企業数
（社）

①100
②0

①100
②0

①100
②0

①100
②2

①100
②2

３．地方創生に効果
があった

質問①②
地域の賑わい創出と地域活
性化に資する企業（大手と地
元の２社）を誘致している。

５．予定どおり事業終了

質問①
プロジェクト的な位置づけか
ら観光や商業の通常政策と
して運用していく。効果を最
大化すべく、施設を活かした
ソフト展開を図ることが必要
となる。
質問②
特になし

16,029 16,735 21,529 225,948 1,194,846 88,522

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

南アル
プスＩＣ
新産業
拠点整
備室

15
R2
～
R6

南アルプスＩ
Ｃ周辺整備
事業

交通利便性に優れ、地域
経済の牽引に繋がる可能
性の高い南アルプス IC周
辺エリアについて、開発可
能性を探り、更なる土地活
用を図る。

事業用地に参
入した企業数
（社）

- 0 0 0 0
４．地方創生に効果
がなかった

質問①・質問②
令和５年度まではエリア全体
の高度活用推進計画の策定
段階であり、本事業に対する
機運の醸成を図ってきた。効
果についてはこれからの事
業展開により現れてくる。

３．事業の継続

質問①
高度活用推進計画を指針と
して、今後、具体的な事業化
への協議・検討段階となるた
め、継続して本事業に取り組
む必要がある。
質問②
現時点では具体的な活用段
階ではない。

- 4,424 20,387 9,334 9,604 35,909

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

南アル
プスＩＣ
新産業
拠点整
備室

16
R2
～
R6

新規創業者
資金借入補
助金支給事
業

新規に創業する事業者に
借入金を補助し、地域産業
の活性化と雇用創出力の
向上を図る。

経営安定が図
られた商工業
者（数）

4 7 3 3 2

３．地方創生に効果
があった

質問①
商工業者の事業資金の融資
に対し、一部財政支援を行
い、経営安定と事業発展に
より、市内の商工業振興に
努めた。
質問②
創業支援事業と紐づいてお
り、毎年一定数の利用があ
り創業支援に繋がっている。

３．事業の継続

質問①
意欲がある商工業者経営者
（創業後５年未満）から事業
運営資金として期待される。
市として継続的に支援する
必要がある。

344 333 268 246 485 485

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

17
R2
～
R6

創業支援事
業

地域産業の活性化を図る
ため、創業支援セミナーや
Ｐ－１グランプリ（市産果物
のピューレを使った新商品
のコンテスト）を開催する。

雇用創出数
（件）

17 11 15 11 13
３．地方創生に効果
があった

質問①
商工業者の事業資金の融資
に対し、一部財政支援を行
い、経営安定と事業発展に
より、市内の商工業振興に
努めた。
質問②
創業支援事業と紐づいてお
り、毎年一定数の利用があ
り創業支援に繋がっている。

３．事業の継続

質問①
意欲のある女性・若者など
が創業・起業を実現できるよ
う、効果的な支援が必要で
ある。

4,082 1,264 2,232 1,990 3,620 4,000

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

18
R2
～
R6

南アルプス
市産業立地
事業費助成
金交付事業

企業立地を促進し雇用機
会の拡大を図り、地域産業
の振興及び市民生活の安
定に寄与する。

操業開始企業
数（社）

1 1 1 1 1
３．地方創生に効果
があった

①②積極的な企業訪問や情
報発信により企業の動向把
握を行い、市内外の企業か
ら新規用地や既存企業の事
業規模拡大についての相談
がある。

３．事業の継続

①企業誘致は地域経済全体
の活性化に繋がるため、引
き続き効果的な支援が必
要。

41,681 10,187 0 100,000 21,324 20,000

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

19
R2
～
R6

企業支援誘
致推進事業

企業の工場拡張や企業誘
致などの支援を行い、産業
経済の活性化を図る。

新規工場立地
数（数）

2 1 4 4 3
３．地方創生に効果
があった

①②R5より誘致推進事業費
を特別会計に集約している
が、企業の投資意欲の高ま
りもあって届出数は横ばいで
あった。

５．予定どおり事業終了
①R5より誘致推進事業を特
別会計に集約したためR５年
度の事業費はない

1,155 1,117 1,465 1,072 0 0

Ⅰ　しごとをつく
り、安心して働け
るようにする、これ
を支える人材を育
てて活かす

商工振
興課

20
R2
～
R6

南アルプス
市フルーツ
山麓フェス
ティバル開
催事業

観光の柱である山岳観光
と果樹観光を県内外にPR
し、市民が楽しめるイベント
を夏と秋に開催する。

①市外参加者
数（人）
②延べ参加人
数（人）

①3,000
②36,000

①500
②3,000

①600
②1,300

①1,200
②7,000

①1,700
②9,620

２．地方創生に相当
程度効果があった

昨今の天候不順や熱中症等
を踏まえ、試行的にフェス
ティバルと紅葉祭を秋開催
にした。また、紅葉祭につい
ては、、4日間開催し来訪者
の平準化を図るなどし、両イ
ベントとも多くの参加者が訪
れた。

３．事業の継続

現状の観光推進施策が、山
や果物の時期を中心に積極
的に行っていることや台風に
よる天候不良対策を踏ま
え、開催時期の検討を図る
とともに、期間開催による来
訪者の平準化や従来のイベ
ントにとらわれず、多くの方
が楽しめるイベントを柔軟に
開催して行きたい。

13,518 2,276 4,787 11,093 11,447 12,587
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

観光推
進課

3



第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

21
R2
～
R6

観光プロ
モーション
事業

観光を経済の柱に育てる
ため、交通アクセスの向上
を活かしたプロモーション
事業を行う。

ユネスコエコ
パークガイド
マップ配布数
（部）

- 18,000 20,000 20,000 20,000
２．地方創生に相当
程度効果があった

静岡県内を中心に長野県で
の観光PRに加え、VF甲府と
の連携事業としてアウェー
ゲームでの近隣自治体と観
光PRを行うなどし、ガイド
マップも大変好評を頂いてい
る。また、美術館や道の駅し
らねの直売所等にもVF甲府
のホームゲームに来た方が
訪れるなど、静岡や長野ナ
ンバーの自動車が訪れてお
り、南アルプスへの来訪意
欲の醸成も進んでいると思
われる。

３．事業の継続

フモット南アルプスの開業を
控え、静岡県や長野県での
観光PRを中心に観光協会
や民間事業者と連携を行い
ながら市内周遊観光システ
ムの構築や近隣自治体との
連携を図っていきたい。

- 25,105 24,446 28,141 26,518 26,991
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

観光推
進課

22
R2
～
R6

ふるさとづく
り推進事業

市の魅力に触れ愛着を感
じてもらえるような着地型
観光を企画する団体を支
援する。

県外からの参
加者数（人）

37 0 0 29 39
３．地方創生に効果
があった

予定通りの開催を実施した
が、参加人員が当初の予定
より届かない企画もあり、今
後もが難しい面があったが、
事業者も工夫しながら参加
者の募集を行い実施した。

３．事業の継続
今後は、多くの事業者が活
用できるよう周知を推進して
いく。

746 - - 188 334 500
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

観光推
進課

23
R2
～
R6

シティプロ
モーション
事業

市の魅力を発信し、市の知
名 度 を 高 め るシ ティ プロ
モーション事業を行い、交
流・定住人口の拡大を目指
す。

市ホームページ
へのアクセス数
（上段：トップ
ページ、下段：
全体）

-
313,512件
2,708,327

件

410,652件
3,228,149

件

415,367件
2,950,413

件

564364件
3,413,402

件

３．地方創生に効果
があった

質問①
HPにおける交流・定住につ
いての情報提供は交流・定
住に向けた第一歩であるた
め、閲覧数の増加は地方創
生に一定程度の効果はあっ
たと判断できる。
質問②
交流・定住の情報発信の入
り口としてHPの閲覧数が伸
びていることは評価できる。
内容の見直しは随時図って
いく必要がある。

３．事業の継続

質問①
交流・定住人口の拡大に引
き続き取り組むため、継続し
て情報の発信をしていく。
質問②
特になし

- 8,453 0 4,026 3,147 2,865
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

秘書課

24
R2
～
R6

若者世帯定
住支援奨励
金事業

定住促進を図るため、市内
に土地と建物を新築・購入
する若者世帯に購入費の
一部を助成する。

申請件数（件） 140 120 162 124 156
１．地方創生に非常
に効果的であった

令和元年度より100件以上
の申請があり、定住策に貢
献している（申請件数156件）

３．事業の継続
引き続き事業を継続し、移住
定住人口の増加を図るため
支援する必要がある。

32,800 34,500 43,600 36,700 35,800 52,400
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

ふるさと
振興課

25
R2
～
R6

交流定住促
進事業

都市住民と定住・移住・二
地域居住に関する情報交
換を行い、交流定住人口
の拡大を図る。

説明会等への
参加者数（人）

32 0 6 15 40
１．地方創生に非常
に効果的であった

令和元年度より社会増となり
着実に成果を出している

３．事業の継続
移住希望者の相談会の機会
を増やし、本市の魅力を伝
え、移住定住に繋げる。

134 74 135 4,647 3,528 5,586
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

ふるさと
振興課

26
R2
～
R6

空き家バン
ク事業

空き家の登録・情報提供を
行い、定住・移住・二地域
居住を促進して地域の活
性化を図る。

空き家バンク成
約数（件）

13 9 7 5 7
１．地方創生に非常
に効果的であった

制度の周知をすることで、登
録希望数が増加した。（登録
数10件）

３．事業の継続
引き続き事業を継続しつつ、
空き家の活用の推進に努め
ていく。

5,952 6,008 2,496 5,497 4,760 7,230
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

ふるさと
振興課

27
R2
～
R6

芦安地区地
域おこし協
力隊事業

人口減少と高齢化が進む
芦安地区に地域おこし協力
隊を採用し、地域力の維持
強化を図る。

地域活動参加
者（人）

140 156 388 403 440
３．地方創生に効果
があった

①制度開始から７年が経過
し、地域住民の理解も深まり
浸透してきている。
②住民の地域事業への参加
者は年々増加している。

３．事業の継続

引き続き事業を継続すること
で、実際に本市を体験し、将
来的に定住に繋げるために
支援する必要がある。

12,001 3,979 7,616 7,974 4,055 8,721
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

芦安窓
口サー
ビスセン
ター

4



第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

28
R2
～
R6

住宅リ
フォーム等
総合支援事
業

住環境の向上と地域経済
の活性化を図るため、市内
業者によるリフォーム工事
の一部を補助する。

リフォーム住宅
の申し込み数
（件）

60 59 60 59 80
１．地方創生に非常
に効果的であった

①市民の居住環境の向上と
市内産業の活性化に寄与し
た。
②順調に事業が実施できて
いる。

３．事業の継続
①当面の間は現在と同様の
規模で継続する予定。
②なし

6,000 5,900 6,000 5,900 8,000 10,000
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

管理住
宅課

29
R3
～
R6

結婚新生活
支援事業

新婚世帯に対して、結婚に
伴う新生活の費用（住宅取
得費・家賃・引越）を補助す
る。

市内に居住する新婚
世帯
（令和3年度の場合、
令和3年1月1日以降
に婚姻した夫婦で、
夫婦ともに39歳以
下、世帯所得400万
円未満の世帯）

16 31 55
１．地方創生に非常
に効果的であった

制度の周知をすることで、申
請件数が増加した（申請件
数55件）

３．事業の継続

引き続き事業を継続すること
で、実際に本市を体験し、将
来的に定住に繋げるために
支援する必要がある。

4,460 8,081 16,353 21,600
Ⅱ　新しいひとの
流れをつくる

ふるさと
振興課

30
R2
～
R6

地域子育て
支援事業

子育て支援の充実を図る
ため、地域子育て支援拠
点事業や一時預かり事業
を実施する。

利用者（人） 6,500 6,500 3,832 17,511 19,136
１．地方創生に非常
に効果的であった

未満児の一時的な預かり
先、緊急時の預かり先として
効果的であった。

３．事業の継続
引き続き事業を継続し、利用
者ニーズに応えながら、子
育て支援の充実を図る。

41,356 47,541 48,014 67,184 64,366 76,500

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

子育て
支援課

31
R2
～
R6

子ども用品
貸出事業

子育て世帯の負担軽減の
ため、希望者にベビーベッ
トとチャイルドシートを無料
で貸し出す。

安全に利用でき
た人（％）

100 100 100 100 100
１．地方創生に非常
に効果的であった

1歳になるまでしか使用しな
いベビーベッド・乳児用チャ
イルドシートを無償貸与する
ことで、子育て世帯の経済的
負担の軽減につながり、大
変効果的であった。

３．事業の継続
引き続き事業を継続し、利用
者ニーズに応えながら、子
育て支援の充実を図る。

2,758 3,160 3,165 3,209 3,288 3,793

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

子育て
支援課

32
R2
～
R6

子ども医療
費助成事業

１８歳までの子どもの医療
費を助成し、子育て家庭の
負担軽減と子どもの保健
福祉の増進を図る。

子育ての環境
が整っていると
感じている市民
の割合（％）

45.2 52.1 50.9 53.8 53
１．地方創生に非常
に効果的であった

子育て世帯の医療にかかる
負担を大幅に軽減するととも
に、児童の健やかな成長に
寄与し、大変効果的であっ
た。

３．事業の継続
引き続き事業を継続し、利用
者ニーズに応えながら、子
育て支援の充実を図る。

344,128 286,601 324,439 333,218 381,230 396,102

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

子育て
支援課

33
R2
～
R6

病児・病後
児保育事業

子どもの保健福祉の増進
を図るため、病児・病後児
保育を行う私立保育園を支
援し、受入れ自治体に負担
金を支出する。

利用者数（人） 300 385 472 561 866
１．地方創生に非常
に効果的であった

制度の周知等により、利用
者が年々増加している。

３．事業の継続
引き続き事業を継続し、利用
者ニーズに応えながら、保
健福祉の増進を図る。

14,565 18,369 17,550 19,514 22,235 24,582

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

子育て
支援課

34
R2
～
R6

児童手当給
付事業

子どもの健全育成を社会
全体で支えるため、中学生
までの児童を養育している
者に手当を支給する。

支給した児童の
割合（％）

98 99 99 99 99
１．地方創生に非常
に効果的であった

子育て世帯に給付金を支給
することで、子育て世帯の経
済的負担の軽減と児童の健
やかな成長に寄与し、大変
効果的であった。

１．追加等更に発展させる
引き続き事業を継続し、利用
者ニーズに応えながら、子
育て支援の充実を図る。

1,183,326 1,153,950 1,132,840 1,118,200 1,109,015 1,126,450

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

子育て
支援課

35
R2
～
R6

新生児おむ
つ代支給事
業

子育て世帯の経済的負担
の軽減を図るため、乳児の
紙おむつ等の購入を補助
する。

子育てが楽しい
と回答する母の
割合（％）

89.3 91.2 88.6 88.6 87.0
３．地方創生に効果
があった

①おむつ代支給事業は、子
育てを担う親の経済的支援
の一助であり、子育てしやす
い南アルプス市に繋がる一
つの事業である。
②本事業だけで判断は難し
く、子育て支援課の同様事
業と合わせて評価する必要
がある。利用者には講評だ
が、増額希望も若干ある。応
援給付金がR4年度末から給
付のため検討の余地あり。

３．事業の継続

①本市独自の子ど立て支援
事業の一つであり、保護者
からもおむつ代支給につい
ては、「経済的に助かってい
る」という声も聴かれている。
今後も、子育て支援の一助
として継続していくことが必
要である。

11,485 11,826 11,719 12,025 11,256 12,346

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

健康増
進課

5



第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

36
R2
～
R6

男女共同参
画啓発事業

男女共同参画社会の必要
性について理解を深めても
らうため、啓発活動を行う。

男女共同参画
の推進が重要
だと思う市民の
割合（％）

64.5 64.7 67.3 65.2 63.0
３．地方創生に効果
があった

①市民や職員に向けた研修
の実施や、興味関心が持て
るように女性のキャリアアッ
プ講座を開催した。また、情
報誌を作成し広く周知啓発
に努めた。
②数値の変動はあるが、今
後も継続した取り組みが必
要と考える。

３．事業の継続

国・県の計画と整合性を取り
ながら本市の計画が策定さ
れている。その計画に沿った
市民向けの継続事業が必要
と考える。R６年度新たに

169 222 344 238 263 358

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

市民活
動支援
課

37
R2
～
R6

ハーモニー
フォーラム
開催事業

男女共同参画社会の実現
に向け、市民の理解と関心
を深めるため、フォーラム
を開催する。

男女共同参画
の推進が重要
だと思う市民の
割合（％）

64.5 64.7 67.3 65.2 63.0
３．地方創生に効果
があった

①自治会連合会とハーモ
ニープラン推進会議合同講
演会を開催した。男女共同
参画の重要性を伝える場と
して有効であった。
②数値の変動はあるが、今
後も継続した取り組みが必
要と考える。

３．事業の継続

市民のために学びの機会は
大切な機会である。今後も
継続が必要である。多くの参
加者を募ることが課題では
ある。

190 166 110 119 190 235

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

市民活
動支援
課

38
R2
～
R6

人権擁護委
員活動事業

人権相談や啓発を行う人
権擁護委員の活動を支援
する。

①相談会に訪
れて満足をされ
た市民の数
（人）
②人権問題に
理解を深めた
市民の割合
（％）

①
②

（相談者な
し）

(相談者なし) (相談者なし) (相談者なし)
３．地方創生に効果
があった

イベント会場等にて人権擁
護委員の活動内容の周知
と、人権擁護の必要性を深
めるための啓発活動は、有
効な手立てである。

３．事業の継続

相談会に相談者がいなくと
も、身近な場所に相談できる
場があることの大切さと、イ
ベント等における啓発活動を
継続し行う必要がある。

90 186 173 177 811 161

Ⅲ　若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る、誰もが活躍で
きる地域社会をつ
くる

市民活
動支援
課

39
R2
～
R6

防災リー
ダー養成講
座協働事業

地域防災力の強化を図る
ため、地域防災活動を普及
啓発・指導できる防災リー
ダーを育成する。

①市防災リー
ダー養成講座
修了者数（人）
②甲斐の国防
災リーダー養成
講座修了者数
（人）

①40
②5

①64
②5

①35
②10

①37
②10

①36
②9

１．地方創生に非常
に効果的であった

①地域に防災リーダーが増
えることで、地域防災力向上
に繋がった。
②継続的に事業が進めら
れ、防災リーダーが増加して
いる。

３．事業の継続
①今後も同様に継続してい
く。
②なし

125 126 175 183 167 277

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

防災危
機管理
課

40
R2
～
R6

子ども若者
ささえ愛基
金事業

子ども及び若者の未来を
応援するために活動してい
る団体等に助成金を交付
する。

参加人数（人） - 2,246人 3,745人 4,843 5,232人
３．地方創生に効果
があった

①つながりの希薄化や孤
独・孤立が課題となる中で、
子ども若者を主眼とした居場
所づくりは世代・属性をこえ
た地域の交流促進につな
がっている。
②申請団体、参加者ともに
増加傾向で、居場所づくりの
活動が広がることを後押しし
ている。企業等の寄附もあり
支えあいの循環が生まれて
いる。

３．事業の継続

①身近な地域に多様な居場
所が生まれることが、誰も取
り残さない地域共生社会の
実現につながる。住民主体
の活動を支える事業として、
参加者・活動者・寄付者それ
ぞれにアプローチを意識しな
がら継続していく。
②なし。

- 731 821 840 2,500 2,500

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

福祉総
合相談
課

41
R2
～
R6

生活支援体
制整備事業

単身や夫婦のみの高齢者
世帯や認知症の高齢者が
増加する中、医療、介護の
サービス提供のみならず、
NPO,民間企業、ボランティ
ア等の生活支援サービス
を担う事業体と連携をしな
がら、多様な日常生活上の
支援体制の充実・強化を図
る。

①生活支援
コーディネー
ター（人）
②協議体の設
置数（箇所）

①2
②16

①2
②16

①2 ②16 ①２②16 ①２②16
３．地方創生に効果
があった

①自治会を圏域とする第３
層協議体において、様々な
活動が生まれ、高齢者の生
きがいづくりに繋がってい
る。
②実績値は変わっていない
が、生活支援コーディネー
ターを中心に、協議体活動
が拡がってきており、今後も
第３層協議体の創設に向け
取り組んでいく。

３．事業の継続

①協議体活動を広く周知し、
より細かく地域のニーズや
課題を吸い上げることができ
る第３層協議体の創設を推
進するとともに、現在活動し
ている５８の協議体を支援し
ていく。
②なし

7,926 8,970 9,338 9,192 9,164 9,873

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

介護福
祉課

6



第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略　 アクションプラン記載事業一覧 【資料４】

本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

42
R2
～
R6

CSW配置事
業

地域の身近な相談支援機
関として、個別支援や様々
な地域課題の解決に向け
た取り組みをコーディネート
をする専門員としてコミュニ
ティソーシャルワーカーを
配置する。

相談件数（件）

352件
内訳

135件
（新規）
217件

（継続）

771件
内訳

597件
(新規）
174件
(継続）

746件
内訳

322件
（新規）
424件

（継続）

520件
内訳

205件
（新規）
315件

（継続）

698件
内訳

145件
（新規）
553件

（継続）

３．地方創生に効果
があった

①福祉総合相談体制におけ
る身近な地域のワンストップ
相談の機能として定着してき
た。住民、民生委員等から困
りごとをキャッチし、市の窓
口には届かない小さな困り
ごとにも対応している。
②民生委員、協議体等にそ
の存在が定着し、毎年一定
の新規相談が入っている。

３．事業の継続

①重層的支援体制整備事業
の実施に向けて、身近な地
域で「断らない相談」の機能
を担う重要な事業である。生
活課題の解決につながる地
域づくりの強化を含め、さら
なる定着を図りつつ継続して
いく。
②なし

25,000 25,000 25,000 25,000 19,000 19,000

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

福祉総
合相談
課

43
R2
～
R6

幸せ実感
南アルプス
市健康リー
グ事業

健康からまちづくりを推進
し医療費の抑制につなげる
ため、補助金事業とポイン
ト制によるウォーキング事
業を通じて健康意識の高
揚を図る。

①ポイント引換
数（枚）
②補助金交付
数（件）

①2,784
②1

①2,033
②2

①2,049
➁1

①1,711
➁2

①1,902
②3

３．地方創生に効果
があった

①歩くことによって健康ポイ
ントが付与されお買物券と引
き換える。市内の健康リーグ
加盟店で利用でき地域の貢
献に繋がる。
②ポイント引換数はやや減
少傾向にある。参加者は毎
年同じ人が多く、新規参加者
の増に向け工夫が必要であ
る。

３．事業の継続

①市民の健康づくりに取り組
む団体・個人へ継続して支
援する必要がある。
②現在は万歩計とスマホア
プリを併用しているが、専用
の万歩計が生産中止とな
り、在庫が無くなり次第スマ
ホアプリのみに移行する。

7,007 9,136 6,924 6,587 7,922 10,665

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

健康増
進課

44
R2
～
R6

健診（検診）
事業

疾病を早期に発見し早期
治療につなげること及び更
なる健康の増進をはかるた
め、各種健診（検診）を実
施する。

①健診申し込
み延べ人数
（人）
②健診申し込
み実人数（人）

①72,311
②20,806

①67,997
②19,818

①64,525
②19,695

①67,337
②19,842

①63,975
②20,045

３．地方創生に効果
があった

①健診申込者数・受診者数
ともに前年度よりも増加し
た。市民一人ひとりが健診結
果から自らの健康状態に関
心を持ち、生活習慣を見直
し、生活習慣病の発症を防
ぐためには必要な事業であ
る。
②コロナの影響で検診受診
者は一時減少したが、完全
予約定員制の普及による利
便性の向上、感染対策によ
り増加傾向にある。

３．事業の継続

①生活習慣病の発症予防と
重症化予防に取り組み、健
康の保持・増進に繋げる。
②各種健診を完全予約制に
したことで変更の電話が増
加している。システムを導入
することで職員の負担軽減、
市民の利便性向上が期待で
きる。

219,826 209,891 203,209 214,537 207,018 248,886

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

健康増
進課

45
R2
～
R6

救急医療体
制整備運営
支援事業

休日夜間の当番医の日程
調整等の業務を中巨摩医
師会に委託し、救急医療体
制を確保する。

休日夜間救急
医療受診人数
（一次救急）
（人）

4,259 2,609 2,655 2,957 3,719
３．地方創生に効果
があった

①市民の救急医療受け入れ
体制を確保することで、市民
が安心して医療が受けられ
ることに繋がる。
②増減はあるが引き続き救
急医療体制を確保していく必
要がある。

３．事業の継続
①地域の医療の充実のた
め、市として継続して支援す
る必要がある。

1,598 1,591 1,585 1,585 1,584 1,587

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

健康増
進課

46
R2
～
R6

救急医療確
保対策事業

救急医療整備のため、中
巨摩医師会へ在宅型急患
事業の委託、市内二次救
急病院へ補助金交付を行
う。

休日夜間救急
医療受診人数
（一次救急）
（人）

4,259 2,609 2,655 2,957 3,719
３．地方創生に効果
があった

①医師会への委託料・不採
算の深夜帯をを担う３病院
への運営支援を行うことで地
域の救急医療体制の確保を
図る。
②増減はあるが引き続き救
急医療体制を確保していく必
要がある。

３．事業の継続
①地域の医療の充実のた
め、市として継続して支援す
る必要がある。

36,755 38,038 37,718 38,078 39,121 52,465

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

健康増
進課

47
R2
～
R6

交通政策推
進事業

市民の足としての公共交通
を確立し、高齢者等の外出
機会の創出と地域の活性
化を図る。

①利用者（人）
②走らせた本
数／日（本）

①52,763
②50

①54,394
②50

①60,605 ①72,533 ①86,059
３．地方創生に効果
があった

毎年度、利用者が増加して
いる。特に通勤通学者の利
用が伸びている。

３．事業の継続
コミュニティバスを含め、本
市に適した公共交通網を整
備していく必要がある。

92,634 104,982 105,454 115,772 125,805 144,443

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

市民活
動支援
課
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本事業における
成果指標
（単位）

（参考）
実績値
（R1）

（参考）
実績値
（R2）

（参考）
実績値
（R3）

（参考）
実績値
（R4）

実績値
（R5）

１．地方創生に非常
に効果的であった
２．地方創生に相当
程度効果があった
３．地方創生に効果
があった
４．地方創生に効果
がなかった

質問①
どの様に効果的であったか、
又はなかったか具体的に記
入をお願いします。

質問②
また、R2からR５までの成果
指標の結果に対する意見を
具体的にご記入ください。

１．追加等更に発展させる
２．事業内容の見直し
３．事業の継続
４．事業の中止
５．予定どおり事業終了

質問①
今後の事業に対する担当者
の考え（継続の有無含む）を
ご記入ください。

質問②
デジタルを活用した事業の
推進を具体的な例や提案が
あればご記入ください。

（参考）
決算額
（R1）

（参考）
決算額
（R2）

（参考）
決算額
（R3)

（参考）
決算額
（R4）

決算額
（R5）

予算額
（R6）

№

事
業
期
間

事業名 事業内容

本事業における成果指標
実施効果 今後の方針

事業費 （単位：千円）

第２期総合戦略・
基本目標との関係

担当課

Ｒ6評価結果（Ｒ5実績）・R1～R5までの評価結果等

48
R2
～
R6

路線バス支
援事業

生活に必要なバス路線を
維持するため、自主運営バ
ス業務を委託し、赤字バス
路線事業を補助する。

①過去１年間の
路線バス利用
者（％）
②事業費に対
する本市の負
担割合（％）
③事業者の事
業収益における
補助金の割合
（％）

①12.3
②12.4
③19.7

①9.5
②14.4
③28.0

①8.1
②14.3
③30.9

①10.8
②12.9
③24.3

①11.8
②14.3
③23.1

３．地方創生に効果
があった

支援事業の実施により、バ
ス路線が維持され、市民生
活の利便性が図られた。

３．事業の継続

バス利用者を増やすための
PR活動等を行い、安定した
バスの運行確保に務めてい
く。

12,651 14,305 14,046 13,444 13,964 14,486

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

市民活
動支援
課

49
R4
～
R6

自然エネル
ギー導入促
進事業

地球温暖化防止につなが
る自然エネルギー導入を
促進するため、市民が理解
を深められる施策を実施す
る。

自然エネル
ギーへの関心
率

82.7% 72.0% 73.3% 78.0% 80.0%
３．地方創生に効果
があった

①小学生にエコ工作教室を
通して自然エネルギーにつ
いて、PRすることができた。
②年々自然エネルギーへの
関心率が高まり、効果があ
ると思われる。

３．事業の継続

①参加希望者が多いため、
一部自己負担金を取りなが
ら人数を増加、事業拡大を
検討していきたい。
②特になし

390 98 92 158 152 209

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

環境課

50
R4
～
R6

ユネスコエ
コパーク推
進事業

南アルプスユネスコエコ
パークの推進体制確立を
目指し、効果的な普及啓発
事業を実施する。

ユネスコエコ
パークへの関
心が高まった割
合

95.0% 91% 96
３．地方創生に効果
があった

①小学校でのユネスコエコ
パーク学習支援事業が定着
し、学習内容についても関心
が高まったと回答した児童
が9割をこえていることから
効果があったと言える。
②将来を担う小学生に毎年9
割以上関心を持ってもらって
いることは、非常に効果のあ
る事業だと思う。

３．事業の継続

①ユネスコエコパーク登録
10周年を迎た。あらためて
市内外へ向けて推進してい
く必要がある。まずは、庁内
から意識付けが必要であ
る。

5,494 2,488 6,713 8,888 9,617 12,192

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

観光推
進課

51
R4
～
R6

櫛形山アヤ
メ保全対策
事業

県自然記念物である櫛形
山アヤメ群生の復活を目
指し、保全対策と希少植物
の保護を推進する。

保護策内のア
ヤメの開花

13200本 10503本 6599本 38999本
３．地方創生に効果
があった

①成果指標であるアヤメの
花の本数については自然環
境の影響もあり増減がある
が効果は出ている。希少種
については盗掘があった
が、パトロール等により更に
保全を推進している。
②自然環境の影響があるた
め一概には言えないが、R5
に大きく開花数が増加したこ
とを考えると非常に効果が
あったと言える。

３．事業の継続

①櫛形山の保全活動は、ア
ヤメだけでなく、櫛形山のも
う一つの象徴である原生林
の保護につても課題となって
いる、アヤメだけでなく、全体
を保全していく必要がある。

495 2,799 1,609 1,194 4,511 4,867

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

観光推
進課

52
R4
～
R6

希少動植物
環境保全事
業

高山帯や櫛形山等の希少
動植物乱獲防止のため、
パトロールや登山者へのマ
ナー指導を実施する。

①パンフレット
配布数
②確認種類

①300
②48

①300
②40

①300
②38

３．地方創生に効果
があった

①希少動植物について持ち
帰り等の被害が確認されて
いないことは、周知活動の効
果だと考える。
②希少種の確認種類は自然
環境による影響もあるため、
今後も注視していく必要があ
る。

３．事業の継続

①広河原⇒北沢峠間が
2019年の台風による林道の
崩落により不通となって以
来、人が入らない区間はシ
カの食害が深刻化している。
また、そのエリアにしかいな
い希少種の保全も重要とな
る。パトロール等は必要であ
る。

701 1,042 662 2,692 3,067 1,129

Ⅳ　時代に合った
地域をつくり、安
心なくらしを守ると
ともに、地域と地
域を連携する

観光推
進課
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